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山
本
鼎
が
「
油
画
の
描
き
方
」（
大
正
六
年
八
月
十
三
日
　
初
版
発
行
）、
初
版
、「
大
正
八
年
七
月
十
五
日
　
縮
版
発
行
」（
11.4
cm
×
16
cm
）

に
初
版
（
13
cm
×
19.2
cm
）、
で
す
が
印
版
は
同
じ
で
あ
る
。「
改
版
油
画
の
描
き
方
」（
昭
和
四
年
七
月
八
日
　
印
刷
）（
13.2
cm
×
19.2
cm
）「
油
画

の
ス
ケ
ッ
チ
」（
大
正
十
年
十
二
月
一
日
　
印
刷
）（
13.2
cm
×
19
cm
）「
美
術
家
の
欠
伸
」（
大
正
十
年
二
月
五
日
　
印
刷
）（
13.4
cm
×
19.2
cm
）「
図

画
と
手
工
の
話
」（
昭
和
三
年
九
月
二
日
　
印
刷
）（
13
cm
×
19
cm
）
以
上
ア
ル
ス
発
行
「
児
童
と
図
画
」（
大
正
十
二
年
六
月
十
五
日
　
印
刷
）

（「
玩
具
手
工
と
図
画
」）（
13
cm
×
19
cm
）
児
童
保
護
研
究
会
発
行

以
上
の
著
作
が
あ
り
、
と
く
に
「
油
画
の
描
き
方
」
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
印
刷
の
大
き
さ
は
同
じ
で
縮
小
版
ま
で
発
刊
し
て
い
る
。
念
の
た

め
本
の
大
き
さ
を
入
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
西
洋
画
に
つ
い
て
、
と
く
に
印
象
派
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
の
は
、
山
本
鼎
が
初
期
で
は
な
い
か

と
思
う
。
他
に
美
術
書
が
あ
る
が
、
石
井
柏
亭
の
著
作
を
み
て
も
、
参
考
本
か
ら
の
研
究
が
多
い
な
か
、
鼎
が
実
際
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
に
い

っ
て
、
感
動
す
る
と
共
に
近
代
美
術
家
達
に
も
直
接
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
、
作
品
も
、
山
本
鼎
自
身
が
写
し
て
い
る
。
大
正
元
年※

の
手
紙

（
両
親
へ
の
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
パ
リ
ー
で
の
生
活
の
は
じ
ま
り
で
あ
り
、
山
本
鼎
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
芸
術
感
を
た
ど
っ
た
か
、
版

画
制
作
で
も
理
解
で
き
る
。
エ
ッ
チ
ン
グ
は
、
白
黒
で
あ
る
が
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
セ
ー
ヌ
河
を
は
さ
ん
で
、
す
ぐ
前
の
美
術
学
校
で
あ
る

「
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
ボ
ザ
ー
ル
」
で
の
版
画
制
作
の
は
じ
ま
り
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
印
象
派
絵
画
に
感
動
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
つ

は
創
作
版
画
（
カ
ラ
ー
木
版
）
は
実
に
色
彩
が
美
し
い
こ
と
は
、
印
象
派
と
呼
ば
れ
る
作
家
が
描
く
風
景
で
も
あ
る
。「
ポ
ー
ル
ヴ
ァ
レ
リ
イ
」

「
児
童
と
図
画
」「
玩
具

と
手
工
と
図
画
」（
大

正
十
二
年
刊
）

「
図
画
と
手
工
の
話
」

（
昭
和
３
年
）

山
本
鼎
の
基
作
物

山
本
鼎
の
著
作（
刊
本
）

「
油
絵
・
描
き
方
」（
大

正
六
年
　
初
版
）

「
油
画
の
ス
ケ
ッ
チ
」

（
大
正
十
年
）

「
美
術
家
の
欠
伸
」（
大

正
十
年
）
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の
美
術
評
論
が
あ
る
「
筑
摩
書
房
」
の
発
刊
（
昭
和
十
七
年
）「
芸
術
論
集
一
」
七
〇
〇
〇
部
発
刊
、
同
昭
和
十
八
年
（
五
〇
〇
〇
部
発
刊
）

「
芸
術
論
集
」（
二
巻
）「
復
興
期
の
精
神
」
花
田
清
輝
著
　
眞
善
美
社
刊
　
昭
和
二
十
年
刊
）
こ
の
三
冊
の
書
が
山
本
鼎
の
芸
術
論
を
理
解
で

き
る
も
の
と
し
て
推
薦
し
た
い
の
で
あ
る
。
山
本
鼎
が
フ
ラ
ン
ス
で
の
影
響
は
、
計
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
日
本
に
帰
国
し
て
芸
術

家
と
し
て
大
成
し
た
多
く
の
人
々
と
、
同
様
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
他
の
芸
術
家
と
異
な
る
点
は
、
そ
の
発
想
力
の
大
き
さ
に
あ
る
と
思
う
ロ
シ

ヤ
に
ま
わ
り
、
自
由
な
表
現
を
み
い
だ
し
と
い
っ
て
も
、
今
の
日
本
の
美
術
教
育
か
ら
は
、
理
解
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
写
生
か
ら
く

る
自
由
性
で
あ
る
。
当
然
の
ご
と
き
教
科
書
に
よ
る
図
画
教
育
に
つ
い
て
、
山
本
鼎
は
日
本
に
帰
っ
て
思
っ
た
に
違
い
な
い
。
実
写
生
の
教
育

は
、
当
時
若
い
教
師
の
中
に
は
、
少
し
づ
つ
で
あ
る
が
外
で
の
写
生
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
土
台
が
あ
っ
て
山
本
鼎
が
提
言
し
た
自
由
画
教

育
の
運
動
が
行
わ
れ
て
全
国
的
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
い
な
め
な
い
が
、
山
本
鼎
が
提
言
し
た
自
由
画
教
育
の
運
動
が
行
わ
れ
て
全
国
的
に

な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
山
本
鼎
が
、
パ
リ
ー
で
学
ん
だ
、
そ
し
て
身
辺
に
接
し
て
き
た
画
家
達
が
、
印
象
派
時
代
の
人
々
で
も

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
木
版
画
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
今
日
山
本
鼎
の
木
版
画
を
拝
見
し
て
も
実
に
彼
が
い
う
実
相
主
義
が
伝
わ
っ
て
く
る
の
は
、

「
自
由
画
教
育
」（
大
正

十
年
刊
）

※
大
正
元
年
八
月
二
十

四
日（
両
親
あ
て
手
紙
）

（
山
本
鼎
記
念
館
）

美
術
週
報（
大
正
四
年
）

こ
の
美
術
週
報
に
書
か

れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

の
芸
術
に
対
す
る
意
味

か
ら
も
良
き
資
料
で
あ

る
。

山
本
鼎
の
「
油
画
の
描

き
方
」
の
著
作
に
つ
な

が
る

「
女
性
」
大
正
十
二
年

「
美
と
子
供
の
眠
」
ロ

ダ
ン
の
言
葉
を
引
用
し

て
「
作
る
こ
と
の
出
来

る
の
は
見
る
か
ら
だ
」

（
実
相
主
義
に
つ
い
て
）

の
べ
て
い
る

河
西
万
文
前
稿

（3）
参
照

下
さ
い

山
本
鼎
は
ド
ラ
ク
ロ
ア

や
ク
ル
ベ
ー
の
リ
ア
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
の
べ
て

い
な
い
が
、
し
か
し
彼
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（
山
本
鼎
よ
り
平
福
百
穂
に
宛
て
た
手
紙
）

巴
里
よ
り

山
　
本
　
　
鼎

こ
れ
は
七
月
十
六
日
附
で
巴
里
の
山
本
鼎
氏
か

ら
平
福
百
穂
氏
へ
宛
て
た
手
紙
で
あ
る
。
百
穂
氏

の
承
認
を
得
て
茲
に
挙
げ
た
。

一
昨
日
お
は
が
き
拝
見
し
ま
し
た
。
御

壮
健
の
様
子
を
想
像
し
ま
す
、「
勉
強
し
な

い
も
の
は
、
ず
ん
ず
ん
置
き
ざ
り
に
さ
れ

る
」
│
ま
つ
た
く
で
す
。
一
體
に
青
年
は

眞
面
目
に
な
っ
て
居
る
の
で
す
。
併
し
今

誰
れ
が
製
作
上
に
自
信
の
緊
張
を
持
つ
て

居
る
か
？
小
生
に
は
一
寸
見
當
り
ま
せ
ん

ね
。
感
興
の
純
粹
、
希
望
に
對
す
る
抗
奮
、

そ
れ
等
は
多
分
見
か
け
る
。
け
れ
ど
も
製

作
上
に
「
意
志
」
を
有
つ
で
居
る
も
の
は

居
る
か
？
小
生
に
は
一
寸
見
當
り
ま
せ
ん

ね
。
此
の
不
安
│
賢
人
は
不
安
を
ご
ま
か

す
事
に
上
手
だ
。
併
し
必
然
の
結
果
と
し

て
憂
鬱
か
、
狷
介
か
に
な
る
。

よ
く
考
へ
て
見
る
と
、
我
れ
人
共
に
ま

だ
か
な
り
低
い
處
に
苦
労
し
て
居
る
ん
で

す
よ
。
小
生
は
狷
介
に
な
り
っ
こ
な
い
。

此
憂
鬱
に
抵
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
生
は
同
僚
か
ら
置
き
去
り
に
さ
れ
た
と

考
え
へ
度
く
な
い
。
併
し
長
年
の
不
勉
強

は
、
自
分
の
希
望
か
ら
遙
か
に
置
き
去
り

に
さ
れ
て
居
る
の
は
時
實
だ
。
常
に
小
生

は
努
力
が
足
ら
な
す
ぎ
る
。
ア
ン
ヌ
イ
ヱ

が
習
性
と
な
つ
た
、
怖
い
事
で
す
。

先
頃
田
舎
に
二
た
月
ば
か
り
暮
し
ま
し

た
。
意
地
悪
く
も
小
生
の
筆
は
、
土
地
の

特
色
に
冷
淡
で
、
自
然
の
特
色
に
戦
を
挑

む
。
こ
れ
は
勿
論
悲
観
す
可
き
事
で
は
な

い
が
、
為
に
所
謂
面
白
い
タ
ブ
ロ
ー
が
も

う
け
ら
れ
な
い
。
奈
良
ま
で
出
向
い
て
、

單
に
木
と
草
と
を
畫
い
て
居
る
の
は
、
ま

ぬ
け
な
男
に
は
ち
が
ひ
な
い
。
併
し
口
説

き
落
さ
れ
易
い
小
生
に
は
、
此
の
剛
情
は

大
事
で
す
。

二
三
日
前
田
舎
を
引
揚
げ
て
巴
里
に
か

へ
り
ま
し
た
。
今
ブ
ル
ワ
ー
ド
を
歩
い
て

来
た
が
、木
の
葉
は
い
つ
か
黄
色
く
な
り
、

人
は
気
持
よ
く
知
ら
ず
知
ら
ず
日
な
た
を

歩
い
て
居
る
。
こ
う
忽
ち
秋
の
気
に
觸
れ

る
と
、し
み
じ
み
と
旅
情
を
思
ひ
ま
す
ね
。

一
昨
日
は
カ
ト
ー
ル
ジ
ユ
イ
ヱ
即
ち
佛

國
第
一
の
國
祭
日
で
あ
っ
た
が
、
政
府
は

一
般
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
禁
じ
た
か
ら
町

は
た
だ
旗
に
よ
つ
て
祝
さ
れ
る
の
み
で
し

た
。
小
生
は
も
う
三
度
カ
ト
ー
ル
ジ
ュ
イ

ヱ
に
め
ぐ
り
合
ひ
ま
し
た
。
四
度
は
め
ぐ

り
合
ひ
ま
す
ま
い
。

戦
争
も
い
つ
果
て
る
事
や
ら
、
一
周
年

が
や
っ
て
来
る
。そ
し
て
ま
だ
ど
ち
ら
が
、

ほ
ん
と
に
勝
つ
か
分
ら
な
い
。
残
念
な
事

に
は
、
小
生
は
伊
太
利
を
見
る
事
が
出
来

な
い
で
せ
う
。

今
巴
里
に
は
三
つ
ば
か
り
の
展
覧
曾
が

あ
り
ま
す
。ど
れ
も
恤
兵
的
の
も
の
で
す
。

そ
し
て
一
法
の
切
符
を
買
ふ
と
、
後
日
抽

籖
が
あ
つ
て
ロ
ダ
ン
の
ブ
ロ
ン
ズ
、
マ
チ

ス
の
デ
ッ
サ
ン
、
マ
ネ
ー
、
モ
ネ
ー
の
油

繪
な
ん
か
が
と
れ
や
う
と
云
ふ
譯
で
す
。

左
様
、
マ
ネ
ー
、
モ
ネ
ー
ロ
ダ
ン
な
ど
の

作
物
は
、
一
寸
時
価
い
づ
れ
も
一
萬
法
以

上
の
も
の
な
ん
で
す
。
た
れ
に
當
る
か
、

皆
切
符
を
買
つ
た
よ
う
で
す
。

森
田
（
恒
友
氏
）
は
一
昨
日
ブ
ル
ダ
ー

ニ
ュ
へ
立
ち
ま
し
た
。
森
田
は
秋
ま
で
に

か
へ
る
さ
う
で
す
。
森
田
よ
り
約
六
ヶ
月

ば
か
り
遅
れ
て
、
小
生
も
兄
等
の
ふ
と
こ

ろ
に
か
へ
り
ま
す
。
ま
す
ま
す
御
健
勝
な

ら
ん
事
を
祈
る
。



彼
の
新
鮮
な
感
覚
が
あ
っ
て
今
日
迄
も
そ
の
生
の
表
現
が
版
画
に
み
ら
れ
る
と
い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
ゴ
ッ
ホ
達
が
日
本
の
浮
世
絵
に
感
化

さ
れ
た
の
も
新
鮮
な
色
彩
に
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
て
す
ぐ
発
表
し
た
「
油
絵
の
描
き
方
」
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。「
油
画
の
ス
ケ
ッ
チ
」
も
、
自
作
の
カ
ラ
ー
図

版
二
十
図
を
掲
載
し
て
い
る
。

同
様
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
山
本
鼎
の
生
活
を
さ
さ
え
て
く
れ
た
。

山
本
鼎
が
自
序
に
「
セ
ザ
ン
ヌ
は
、
母
親
の
葬
式
に
ゆ
く
ひ
ま
さ
へ
も
惜
む
で
、
あ
と
で
深
く
悔
ひ
た
さ
う
だ
。
し
か
し
、
画
家
に
と
っ
て

は
、
一
日
と
し
て
画
を
か
か
ず
に
居
ら
れ
な
い
と
い
ふ
の
が
一
番
幸
福
な
状
態
な
ん
だ
。
だ
か
ら
此
集
の
如
き
は
、
結
構
な
記
念
と
云
ひ
難
い
、

そ
れ
故
み
づ
か
ら
嘲
っ
て
「
美
術
家
の
欠
伸
」
と
名
づ
け
た
が
、
実
に
私
の
生
の
眞
実
なTon

な
の
で
あ
る
…
」
と
、
こ
の
書
に
山
本
鼎
の
重

要
な
論
文
が
入
っ
て
い
る
。「
自
由
画
教
育
の
要
点
（
P109
）、
西
洋
画
の
み
か
た
、（
P166
）、
帰
路
の
美
術
上
の
所
見
（
P214
）
哥
路
（
P298
）
農
民
美

術
と
私
（
P131
）」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
研
究
者
に
は
、
一
見
の
必
要
が
あ
る
。
オ
ー
ベ
ル
に
旅
行

（
１
）

し
て
ゴ
ッ
ホ
の
墓
を
見
た
こ
と
を
書
い
て
い

る
が
、
筆
者
も
フ
ラ
ン
ス
に
い
っ
た
時
友
人
に
つ
れ
ら
れ
て
見
に
い
っ
た
。（
山
本
鼎
が
当
時
接
し
た
風
景
と
対
話
を
し
て
、
感
動
し
た
こ
と

か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
一
作
目
に
オ
ー
ベ
ル
の
畑
を
銅
版
に
し
て
（
一
版
多
色
刷
り
）
刷
っ
た
つ
い
昨
今
の
こ
と
で
あ
る

（
２
）

。

山
本
鼎
が
「
自
由
画
と
い
う
言
葉
を
選
ん
だ
の
は
、
不
自
由
画
の
存
在
に
対
照
し
て
の
事
で
あ
る
。
云
う
ま
で
も
な
く
不
自
由
画
と
は
、
模

写
を
成
績
と
す
る
画
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
臨
本
│
扮
本
│
師
伝
等
に
よ
っ
て
個
性
的
表
現
が
塞
が
れ
て
し
ま
ふ
其
不
自
由
さ
を
救
は
う
と
し
て

は
リ
ア
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
自
然
を
写
す
こ
と
で

あ
り
ロ
ダ
ン
・
セ
ザ
ン

ヌ
・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
実

相
主
義
で
あ
る
。

「
油
画
の
描
き
方
」
は
、

図
版
（
三
色
刷
）

モ
ス
ク
ワ
（
1916
）

夏
の
山

（
ハ
ン
ド
ス
ケ
ッ
チ
）

Ｈ
夫
人
（
F30
号
）

静
物
（
F12
号
）

「
美
術
家
の
欠
伸
」

大
正
六
年
七
月
十
六
日
　

執
筆
は
じ
め
る
。

大
正
十
年
二
月
　
発
刊

（1）
大
正
二
年
　
文

（
一
九
一
三
）

（2）
平
成
九
年
十
月
の
こ

と
。
阿
部
彰
、（
版
画

家
）
今
村
由
男
（
版
画

家
）
と
三
人
で
の
こ
と

― 272 (3) ―

モスクワ（1916）

静物（F12号）

Ｈ夫人（F30号）



案
ぜ
れ
た
も
の
で
あ
る
。」「
美
術
家
の
欠
伸
」（
P111
）
に
の
べ
て
い
る
。

山
本
鼎
が
フ
ラ
ン
ス
に
て
学
ん
だ
こ
と
を
の
べ
た
い
の
で
あ
る
が
、
彼
の
表
現
の
意
味
す
る
も
の
は
何
か
、
創
造
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
表

現
し
よ
う
と
し
た
が
当
時
と
し
て
は
、
ま
さ
に
「
自
由
画
」
と
い
う
言
葉
が
適
当
で
あ
っ
た
。
後
期
昭
和
以
降
に
な
り
創
造
教
育
と
い
う
言
葉

が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
と
も
か
く
、
彼
が
フ
ラ
ン
ス
絵
画
に
つ
い
て
初
期
印
象
派
（
ク
ロ
ー
ド
モ
ネ
）、
後
期
印
象
派
（
セ
ザ
ン

ヌ
・
ゴ
ッ
ホ
）、
新
印
象
派
（
マ
チ
ス
）
立
体
派
（
ピ
カ
ソ
）、
未
来
派
（
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
）
を
挙
げ
て
い
る
「
美
術
家
の
欠
伸
」（
P172
）

「
油
画
の
ス
ケ
ッ
チ

（
３
）

」（
大
正
十
年
十
二
月
一
日
　
発
刊
）
に
は
初
期
印
象
派
と
し
て
マ
ネ
・
ピ
ッ
サ
ロ
・
モ
ネ
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
　
後
期
印
象
派

セ
ザ
ン
ヌ
・
ゴ
ッ
ホ
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
　
新
印
象
派
マ
チ
ス
・
ル
ド
ン
・
ツ
ニ
イ
　
分
裂
派
ル
ー
ソ
ー
、
立
体
派
・
ピ
カ
ソ
　
こ
の
作
家
達
が
山

本
鼎
の
芸
術
感
を
か
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
、「
現
代
の
絵
画
は
、
一
括
し
て
断
ず
れ
ば
、
と
に
か
く
そ
れ
は
「
実
相
主
義
」
の
美
術
で
あ
り
ま
す
。

直
接
に
眼
に
観
た
も
の
、
心
に
感
じ
た
も
の
或
は
身
づ
か
ら
空
想
し
た
も
の
を
、
合
理
的
な
構
図
で
現
は
さ
う
と
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
の
べ
て
い
る
が
、
反
面
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
よ
う
な
作
例
を
「
彼
れ
等
の
美
術
は
、
要
す
る
に
た
い
へ
ん
面
白
い
「
図
案
」
で
す
。
言
葉

の
な
い
「
詩
」
で
あ
り
譜
の
な
い
「
音
楽
」
で
す

（
４
）

。」（
P 56
）
と
理
解
を
し
め
そ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
古
典
派
と
学
院
派
を
入
れ
て
い
る
が
、「
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
」
エ
ド
ワ
ー
ル
・
マ
ネ
ー
の
「
オ
リ
ン
ピ
ア
」
を
挙
げ
て
い
る

し
…
初
期
印
象
派
以
降
の
絵
画
を
実
相
主
義
と
い
っ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
の
で
あ
る
。
ク
ロ
ー
ド
モ
ネ
ー
、
ピ
サ
ロ
、
ル
ノ
ア
ー
ル
と
挙
げ

て
い
る
。

セ
ザ
ン
ヌ
と
ゴ
ッ
ホ
が
当
時
の
画
家
に
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
と
く
に
、「
モ
ネ
の
絵
画
は
派
手
な
毛
糸
の
屑

を
糊
で
固
め
た
や
う
に
見
え
ま
す
が
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
そ
れ
は
ど
れ
も
金
石
の
面
に
見
る
や
う
な
幽
厳
な
輝
き
を
有
た
も
の
で
す
。
例
へ
ば
黄
色

は
瑪
瑙

め
の
う

の
や
う
で
あ
り
、
緑
色
は
翡
翠

ひ
す
い

の
や
う
で
あ
り
、
赤
は
又
珊
瑚
か
紅
宝
石

ル

ビ

ー

の
や
う
に
艶つ

や

や
か
で
底
深
い
の
で
あ
り
ま
す
。
彼
は
そ
れ
等

の
比
類
な
い
色
の
力
を
多
分
林
檎
や
陶
器
の
物
質
美
か
ら
鍛
錬
し
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
彼
は
実
に
好
ん
で
林
檎
を
写
生
し
ま
し
た
。
其
写
生

た
る
や
、
私
は
見
ま
し
た
が
、
追
求
の
筆
が
重
ね
重
ね
ら
れ
て
林
檎
の
周
囲
に
深
さ
一
分
も
あ
り
そ
う
な
溝
が
生
じ
た
程
に
絵
の
具
が
盛
上
て

い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
明
る
い
面
は
珊
瑚
の
や
う
で
蔭
の
部
分
は
紅
宝
石

ル

ビ

ー

の
や
う
な
二
つ
の
眞
赤
な
林
檎
で
し
た
。」（
P 66
）
と
セ
ザ
ン
ヌ
と
ゴ

ッ
ホ
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
画
学
生
が
目
標
に
し
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
日
本
人
画
家
を
認
め
て
い
て
、「
山
本
鼎

（
５
）

が
本
人
の
紹
介
文

を
書
い
て
い
る
。「
私
は
森
田
恒
友
氏
等
と
同
年
に
美
術
学
校
を
出
た
者
で
、
同
年
親
友
等
の
屯

タ
ム
ロ

し
て
居
る
美
術
院
洋
画
部
へ
投
じ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
私
は
比
本
で
も
解
り
の
や
う
に
、
実
相
主
義
を
画
家
の
有
つ
べ
き
│
否
人
間
が
も
つ
べ
き
重
要
な
る
思
想
と
し
て
奉
ず
る
者
で
あ
り
ま

し
て
、
今
日
ま
で
直
写
的
形
式
に
於
て
こ
れ
を
画
の
上
に
表
現
し
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。」
と
の
べ
て
い
る
。

山
本
鼎
が
、
自
己
の
方
向
性
を
明
確
に
い
っ
て
い
て
興
味
深
い
の
で
あ
る
。
で
は
ロ
シ
ヤ
で
見
て
来
た
民
芸
品
に
つ
い
て
、
広
め
よ
う
と
し

自
由
画
と
は

「
油
絵
の
描
き
方
」
大

正
十
五
年
版
　
カ
ラ
ー

Ｈ
夫
人
の
肖
像
（
F25
）

浅
間
山
（
F20
）

桜
　
山
（
F12
）

雪
　
景

（3）「
油
画
の
ス
ケ
ッ
チ
」

西
洋
画
の
変
遷
（P45

）

（4）「
油
画
の
ス
ケ
ッ
チ
」

（
大
正
十
年
十
二
月
）

山
本
鼎
は
現
代
絵
画
に

つ
い
て
○
古
典
派
○
学

院
派
○
初
期
印
象
派

○
後
期
印
象
派
○
分
裂

派
○
未
来
派
○
立
体
派

○
日
本
画
家
に
分
類
し

て
い
る
。

一
八
八
二
年
十
月
十
四

日
生
　
山
本
鼎

一
九
一
二
年
十
月
十
九

日
（
鼎
）（
長
野
県
）

ミ
ウ
ラ
セ
ゴ
ロ
ウ
（
外

務
省
「
エ
コ
ル
ド
ボ
ザ

ー
ル
」）

国
立
美
術
学
校
ア
ル
ベ

マ
ヤ
ル
銅
版
画
教
室
ワ

ル
ト
ホ
ル
教
授
に
つ
い

た一
九
一
二
年
一
〇
月
二
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た
の
か
、
そ
れ
は
信
州
の
寒
い
冬
と
ロ
シ
ヤ
は
似
て
い
て
、
農
閑
期
で
行
え
る
名
産
品
に
つ
い
て
考
案
し
商
品
化
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
旅
行
者
が
ロ
シ
ヤ
の
片
田
舎
で
の
民
芸
品
を
安
く
入
手
し
て
い
る
状
況
を
山
本
鼎
も
旅
行
者
と
し
て
感
じ
と
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

信
州
の
冬
は
寒
い
の
で
当
然
冬
期
に
つ
い
て
は
、
何
か
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
、
農
民
美
術
運
動
を
行
っ
た
。
勿
論
金
井
正
等
の
協
力
者
、

弟
子
の
中
村
実
（
現
代
二
代
）
等
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。「
日
本
農
民
美
術
研
究
所
」
復
興
が
必
要
で
、
上
田
の
地
に
て
、
山
本
鼎
記
念
館
と
つ

な
が
り
が
あ
れ
ば
な
お
良
い
と
思
う
。
山
本
鼎
記
念
館
に
は
、
鼎
の
全
容
資
料
が
整
理
さ
れ
て
い
て
、
研
究
及
び
研
究
者
に
と
れ
ば
研
究
が
容

易
に
出
来
る
が
農
民
美
術
研
究
所
に
つ
い
て
も
、
完
全
に
資
料
が
あ
る
。
今
で
い
う
民
芸
品
が
製
作
さ
れ
て
い
て
、
山
本
鼎
が
残
し
た
も
の
と

し
て
、
ロ
シ
ヤ
の
風
土
と
似
て
い
る
、
農
閑
期
に
利
用
し
た
製
作
運
用
を
し
た
。（
金
井
正
・
山
越
脩
蔵
・
倉
田
白
羊
等
）
の
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
で
あ
る
が
、「
農
民
美
術
と
は
、
農
民
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
美
術
的
手
芸
品
の
事
で
あ
っ
て
、
民
俗
的
若
く
は
地
方
的
な
意
匠
│
素
朴
な

細
工
│
作
品
の
堅
牢
等
が
其
の
特
色
）
と
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
日
本
に
も
農
民
美
術
と
称
す
る
可
き
も
の
が
昔
か
ら
各
地
に
あ
る
に

は
あ
り
ま
し
た
が
、
其
の
制
作
及
び
販
売
の
方
針
が
頗
る
消
極
的
で
、
何
等
の
芸
術
的
理
想
も
産
業
的
感
動
も
な
か
っ
た
た
め
に
、
段
々
製
作

品
の
美
的
価
値
が
低
下
し
て
、」「
美
術
家
の
欠
伸
」（
P144
）
と
山
本
鼎
は
の
べ
て
い
る
。

農
民
の
農
民
に
よ
る
手
工
品
の
制
作
が
あ
っ
て
、
商
工
業
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
山
本
鼎
の
発
想
が
あ
り
、
成
功
し
た
が
、

現
代
復
興
す
べ
き
と
思
う
。
研
究
所
を
通
し
て
農
民
運
動
の
大
切
な
生
活
の
発
祥
を
み
い
だ
し
た
事
は
、
山
本
鼎
の
信
念
の
確
か
さ
で
あ
る
。

十
二
日（
パ
リ
ー
に
て
）

（5）「
油
画
の
ス
ケ
ッ
チ
」

Ｐ
103

日
本
農
民
美
術
研
究
所

（
大
正
八
年
設
立
）

農
閑
期
を
利
用
し
て
の

副
業
的
工
芸
の
研
究
を

旨
と
し
、
時
々
作
品
の

展
覧
会
を
開
催
す
。

所
　
長
　
山
本
　
鼎

理
　
事
　
金
井
　
正

倉
田
白
羊

山
越
脩
蔵

南
　
　
弘

（
手
工
芸
に
は
今
で
い

う
民
芸
品
の
こ
と
）

「
油
画
の
描
き
方
」（
昭

和
四
年
増
補
新
版
　
Ｐ

203
）

「
油
画
の
描
き
方
」
改

訂
増
補
新
版
（
昭
和
四

年
七
月
十
二
日
刊
）

カ
ラ
ー
図
版
　
四
枚

エ
チ
ー
ド
（
Ｆ
15
）

落
葉
松
山
（
Ｐ
8
）

三
角
山
（
SM
）

林
間
の
永
室
（
SM
）

（

）
内
は
油
画
の
大

き
さ
号
数

― 270 (5) ―

エチュード（Ｆ15）

林間の永室（SM）



リ
ア
リ
ズ
ム
（
実
相
主
義
）
を
「
自
由
画
」
今
で
い
う
児
童
創
造
画
と
も
い
う
べ
き
か
、
不
自
由
に
対
す
る
自
由
性
「
愛
を
以
て
生
徒
の
創

造
を
処
理
す
る
教
育
で
あ
る
「
児

（
６
）

童
と
図
画
」
に
「「
君
の
自
由
画
の
主
張
は
、
要
す
る
に
臨
本
を
廃
│
た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
事
な
ん
じ
ゃ
な

い
か
」
と
い
わ
れ
た
が
そ
う
だ
、
そ
れ
だ
け
で
申
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
と
答
え
て
主
張
し
て
い
る
が
、
自
由
画
と
い
う
言
葉
が
、
不
自
由

に
対
す
る
臨
画
は
、
下
手
な
画
家
の
見
本
か
ら
真
似
を
す
る
か
ら
だ
め
だ
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（6）
「
児
童
と
図
画
」

（
大
正
十
二
年
　
児
童

保
護
研
究
会
発
刊
）

（
Ｐ
11
）

「
児
童
と
図
画
」（
大
正

十
二
年
刊
）
Ｐ
84
〜
85

私
の
学
校
（
自
由
学
園

教
授
画
家
山
本
鼎
の
美

術
科
の
授
業
）

― 269 (6) ―

美
術
科

工
　
芸

絵
　
画

鑑
　
賞

批
　
評

自

己

装

身

学
校
及
び
家
庭
の
室
内
装
飾

模
様
及
形
態
の
創
案
並
に
其
創
作

ク
ッ
シ
ョ
ン

窓

掛

テ
ー
ブ
ル
掛

花

瓶

敷

帽

子

｛

｛
素
　
描

色
　
彩

ポ
ー
ズ
│
ク
ロ
ッ
キ
イ

フ
ォ
ル
ム

ト
オ
ン

落
着
い
た
写
生

石
　
膏

人
の
顔

自
画
像

立
体
的
で
単
色
な
静
物

大
　
木

家
屋
等

人犬鶏
等

｛

｛

｛｛
写
実
的

構
成
的

風
　
景

花人
の
顔

自
画
像

色
彩
的
な
静
物
等

｛

自
然
美

芸
術
美

｛

生
徒
作
品
批
評

質

疑

応

答

展
覧
会
見
物

美

術

雑

話

美
術
史
概
要
等

｛

｛



「
油
画
の
描
き
方
」（
大
正
六
年
八
月
十
三
日
発
行
）
の
名
著
で
あ
る
「
第
一
章
　
油
画
の
起
原
に
つ
い
て
洋
書
か
ら
勉
強
し
た
と
思
わ
れ
る

が
、
当
時
洋
書
で
は
み
あ
た
ら
な
か
っ
た
の
で
学
校
で
か
、
又
は
独
自
か
、
山
本
鼎
が
秀
れ
た
顔
料
・
材
料
の
勉
強
を
し
て
い
る
。
リ
ベ
ラ
ル

な
も
の
で
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
山
本
鼎
が
現
代
絵
画
の
把
み
方
か
ら
、「
20
世
紀
を
動
か
し
た
人
々
」
昭
和
丗
九
年
講
談
社
刊
、「
私
の
西

欧
美
術
ガ
イ
ド
」
宗
左
近
著
（
昭
和
五
十
六
年
刊
）
の
二
冊
の
本
を
読
む
と
山
本
鼎
の
先
見
性
と
い
っ
た
も
の
が
理
解
で
き
る
。

第
二
章
　
素
描
の
項
で
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
と
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

第
三
章
　
油
絵
具

フ
レ
ー
ク
ホ
ワ
イ
ト
を
あ
げ
て
い
る
。
カ
ド
ミ
ュ
ー
ム
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
と
交
ぜ
る
と
墨
ず
む
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。

シ
ル
バ
ー
ホ
ワ
イ
ト
、
ジ
ュ
ン
ク
ホ
ワ
イ
ト
を
あ
げ
て
フ
ァ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
ホ
ワ
イ
ト
。

赤
は
、
マ
ダ
ー
レ
イ
キ
、
ロ
ー
ズ
マ
ダ
ー
、
カ
ー
マ
イ
ン
、
ク
リ
ム
ソ
ン
レ
ー
キ
、
ヴ
ァ
ミ
リ
オ
ン
、
カ
ド
ミ
ュ
ー
ム
ヴ
ー
ミ
リ
オ
ン
、
マ

ー
ス
レ
ッ
ド
、
ベ
ネ
チ
ア
ン
レ
ッ
ド
、
レ
ッ
ド
オ
ー
ク
ル
、
マ
ー
ス
レ
ッ
ト
、

茶
色
系
は
、
ヴ
ァ
ン
ダ
イ
ク
ブ
ラ
ウ
ン
、
バ
ン
ト
シ
ェ
ン
ナ
ー
、
プ
チ
メ
ン
、
バ
ン
ト
シ
ェ
ナ
ー
、
シ
ェ
ヌ
ブ
ル
ユ
レ
ー
、
マ
ー
ス
ブ
ラ
ウ

ン
、
ベ
ロ
ナ
ブ
ラ
ウ
ン
、
マ
ー
ス
オ
レ
ン
ジ
、
ロ
ー
シ
ェ
ナ
、
ブ
ラ
ン
オ
ー
ク
ル
、
ロ
ー
ア
ン
バ
ー
、
バ
ン
ト
ア
ン
バ
ー
。

緑
系
は
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
、
エ
ー
ル
エ
ロ
ネ
ー
ズ
、
ソ
ト
ロ
シ
ャ
ン
エ
ロ
ー
、
コ
バ
ル
ト
、
ク
ロ
ー
ム
グ
リ
ー
ン
（
プ
ル
シ
ャ
ン
ブ
ル

ー
と
混
色
は
だ
め
と
あ
る
）
コ
バ
ル
ト
グ
リ
ー
ン
、
ヴ
リ
ジ
ャ
ン
、
テ
ラ
ベ
ル
ト
、
ベ
ル
デ
ィ
グ
リ
ス
、
カ
ド
ミ
ー
ム
グ
リ
ー
ン
。

青
色
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
、
フ
レ
ン
チ
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
、
コ
バ
ル
ト
ブ
リ
ュ
ー
、
ブ
ル
ー
ズ
コ
バ
ル
ト
、
ブ
ル
シ
ャ
ン
ブ
ル
ー
、
イ
ン
ヂ

ゴ
ー
ブ
ル
ー
、

黒
色
は
ア
イ
ボ
リ
ブ
ラ
ッ
ク
の
み
あ
げ
て
い
る
。

カ
ド
ミ
ュ
ー
ム
イ
エ
ロ
ー
、
ミ
ド
ル
、
ベ
イ
ル
、
カ
ド
ミ
ュ
ー
ム
ク
レ
ー
ル
、
カ
ド
ミ
ュ
ー
ム
オ
レ
ン
ヂ
（
オ
ラ
ン
ジ
ュ
の
こ
と
）、
イ
エ
ロ

オ
カ
ー
、
ス
ト
ロ
ン
シ
ャ
ン
イ
エ
ロ
ー
、
オ
ー
レ
オ
リ
ン
、
ジ
ョ
ン
ヌ
ス
ト
ロ
シ
ャ
ン
、
ネ
ー
プ
ル
ス
イ
エ
ロ
ー
、
ジ
ョ
ヌ
ズ
ナ
ー
ブ
ル
、
ク

ロ
ー
ム
イ
エ
ロ
ー
、
イ
エ
ロ
オ
カ
ー
、
レ
モ
ン
イ
エ
ロ
ー
、
ジ
ョ
ン
ヌ
シ
ト
ロ
ン
、
ク
ロ
ー
ム
イ
エ
ロ
ー
、
ク
ロ
ー
ム
ク
レ
ル
等
も
挙
げ
て
い

る
第
七
章
　
油
　

テ
レ
ピ
ン
、
ナ
ッ
ト
オ
イ
ル
（
く
る
み
の
油
）、
リ
ン
シ
ー
ド
、
ポ
ー
ピ
ー
オ
イ
ル
を
、

第
十
章
　
古
今
の
手
法

こ
の
項
目
は
山
本
鼎
の
勉
強
し
て
来
た
的
確
な
意
見
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
油
画
の
描
き
方
」
緒
言

第
一
章
　
油
画
の
起
原

第
二
章
　
画
を
始
め
る

心
得

第
三
章
　
素
　
　
描

第
四
章
　
観
画
と
模
写

第
五
章
　
色

第
六
章
　
油
　
画
　
具

第
七
章
　
油

第
八
章
　
用
具
及
び
キ

ャ
ン
バ
ス

第
九
章
　
材
料
使
用
上

の
注
意

第
十
章
　
古
今
の
手
法

第
十
一
章
　
静
　
　
物

第
十
二
章
　
風
　
景

第
十
三
章
　
人
物
静
物

第
十
四
章
　
構
　
図

挿
絵
の
説
明

カ
ラ
ー
（
三
色
刷
）

○
モ
ス
ク
ワ

○
夏
の
山

○
Ｈ
夫
人

○
静
　
物山

本
　
鼎
　
作

参
考

「
絵
画
」（
一
九
三
七
刊
）

パ
リ
ー
ア
シ
ェ
ッ
ト
書

房
出
版

シ
ャ
ル
ル
・
モ
ロ
ー
ヴ

ォ
チ
ェ
ー

「
ラ
・
パ
ン
チ
ェ
ー
ル
」

原
題
日
本
訳

大
森
啓
助
訳

「
春
島
会
」（
昭
和
四
十

七
年
刊
）
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黒
田
清
、
岡
田
三
郎
助
は
、
初
期
外
光
派
の
手
法
を
日
本
に
伝
え
た
人
だ
、
黒
田
氏
の
師
は
ラ
フ
ァ
エ
ル
コ
ラ
ン
で
あ
る
。
中
村
不
折
は
ジ

ャ
ン
ボ
ー
ル
ロ
ー
ラ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
画
家
）
点
描
法
を
学
ん
で
来
た
人
は
、
児
島
虎
二
郎
、
ル
ノ
ア
ー
ル
の
感
化
は
梅
原
竜
三
郎
、
セ
ザ
ン
ヌ

に
は
安
井
曽
太
郎
、
森
田
恒
友
、
マ
チ
ス
の
影
響
と
モ
ネ
の
感
化
は
正
宗
徳
三
郎
に
見
え
る
と
の
べ
て
い
る
。

そ
の
外
に
ド
ラ
ク
ロ
ア
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

静
物
に
つ
い
て
は
セ
ザ
ン
ヌ
の
み
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
風
景
、
ク
ロ
ド
・
モ
ネ
ー
人
物
、
動
物
に
つ
い
て
は
、
芸
用
解
剖
学
の
本
を
読

め
と
の
べ
て
い
る
。
森
林
太
郎
と
中
村
不
折
の
も
の
を
参
考
に
す
る
よ
う
と
自
画
像
を
進
め
て
い
る
。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ド
は
18
才
頃
よ
り
60
才
ま

で
自
画
像
を
描
い
た
こ
と
を
の
べ
て
い
る
「
モ
ナ
リ
ザ
」
を
第
一
に
レ
オ
ナ
ル
ド
の
こ
と
、
ド
ラ
ク
ロ
ア
ー
の
馬
の
画
に
つ
い
て
の
説
明
、
構

図
に
つ
い
て
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
楕
円
形
構
図
法
、
三
角
構
図
法
、
及
び
セ
ザ
ン
ヌ
を
あ
げ
て
い
る
。

参
考

「
油
絵
の
科
学
」

山
下
新
太
郎
著
（
昭
和

二
十
三
年
）
好
学
院
発

刊「
油
画
の
描
き
方
」（
大

正
十
五
年
版
）
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「
油
画
の
ス
ケ
ッ
チ
」（
大
正
十
年
十
二
月
一
日
発
行
）

「
私
の
ス
ケ
ッ
チ
に
就
て
│
私
は
自
分
の
ス
ケ
ッ
チ
の
複
製
を
澤
山
巻
頭
に
掲
げ
ま
し
た
が
、
無
論
そ
れ
を
手
本
に
せ
よ
と
い
ふ
意
味
で
は

な
く
つ
ま
り
此
本
を
賑
か
に
し
た
ま
で
の
事
で
、
玄
関
の
装
飾
な
の
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
諸
君
に
興
味
を
有
っ
て
見
て
は
も
ら
ひ
度
い

が
眞
似
さ
れ
る
の
は
困
り
ま
す
。「
二
木
除
枚
」（
原
文
マ
マ
）
の
ス
ケ
ッ
チ
の
う
ち
三
枚
を
除
い
た
他
は
千
九
百
十
三
年
か
ら
千
九
百
十
六
年

に

っ
て
私
が
仏
蘭
西
の
パ
リ
ー
、
リ
ヨ
ン
、
伊
太
利
亜
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
、
そ
れ
か
ら
ノ
ル
ウ
エ
ー
、
ス
エ
ー
デ
ン
、
ロ
シ
ヤ
等
旅
行
し
た

時
の
記
念
で
あ
っ
て
、
い
づ
れ
も
処
々
で
立
ち
な
が
ら
ハ
ン
ド
ス
ケ
ッ
チ
に
写
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
ど
れ
も
一
時
間
か
ら
三
時
間
位
費
や
し

て
出
来
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。」（
P 35
）

一
、
自
画
像
　
二
、
リ
ュ
ク
サ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
公
園
　
三
、
巴
里
近
郊
の
夕
暮
　
四
、
巴
里
の
プ
ラ
ス
　
五
、
ク
ァ
ル
チ
ュ
エ
ー
、
グ
ル
ネ
ル

の
娘
　
六
、
ソ
ー
ヌ
河
畔
　
七
、
サ
ン
シ
ー
ル
の
秋
　
八
、
ソ
ー
ヌ
河
畔
の
街
　
九
、
ソ
ー
ヌ
の
朝
　
一
〇
、
ロ
ー
ヌ
河
畔
の
冬
　
一
一
、
里

昂
郊
外
　
一
二
、
里
昂
郊
外
　
一
三
、
ソ
ー
ヌ
河
の
洗
濯
船
　
一
四
、
里
昂
郊
外
　
一
五
、
ベ
ル
ゲ
ン
港
　
一
六
、
ダ
チ
ャ
の
夏
　
一
七
、
ダ

ア
チ
ャ
の
秋
　
一
八
、
奈
良
　
一
九
、
奈
良
の
街
　
二
〇
、
奈
良
の
秋
（
三
色
刷
り
）
を
の
せ
て
い
る
。

山
本
鼎
の
「
油
絵
の
描
き
方
」「
油
絵
の
ス
ケ
ッ
チ
」
の
概
要
を
み
た
の
で
あ
る
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
画
家
「
油
画
の
ス
ケ
ッ
チ
」
に
レ
オ
ナ
ル

ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
、
ジ
ョ
ト
、
ミ
ケ
ル
ア
ン
ジ
ェ
ロ
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
、
ポ
チ
チ
ェ
ル
リ
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ド
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
、
ア
ン
グ
ル
、
ゴ

ヤ
、
グ
レ
コ
、
コ
ロ
ー
、
ミ
レ
ー
、
ド
オ
ミ
ヱ
、
ク
ー
ル
ベ
ェ
ー
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
、
マ
ネ
ー
、
モ
ネ
、
ピ
サ
ロ
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ

ー
ギ
ャ
ン
、
ロ
ダ
ン
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
マ
チ
ス
の
作
家
を
あ
げ
て
い
る
。
と
く
に
セ
ザ
ン
ヌ
以
降
は
、
山
本
鼎
と
同
時
代
で
あ
る
。

山
本
鼎
の
外
国
で
の
影
響
に
つ
い
て
は
、「
芸
術
家
の
欠
伸
」（
大
正
十
年
二
月
十
五
日
発
行
）
前
に
書
い
た
の
で
は
ぶ
く
が
、「
ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
の
日
記
」（
一
九
一
三
│
七
・
八
月
）
小
杉
未
醒
と
の
旅
行
が
参
考
に
な
る
。

「
油
画
の
ス
ケ
ッ
チ
」

第
一
章
　
油
画
ス
ケ
ッ

チ
に
就
て
の

心
得

第
二
章
　
西
洋
画
の
変

遷

第
三
章
　
美
と
美
術

附
　
録
　
ソ
ー
ヌ
河

（
セ
ー
ヌ
河
）

カ
ラ
ー
版
二
十
枚
挿
入

し
て
い
る

「
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
日

記
」（
山
本
鼎
記
念
館
）
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